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震災後の避難所などで

中高生が ｢誰かの ために した｣

大人が ｢中高生たちの働きを見た｣

エ ピソ
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ドを送 っ てくだきい ｡

皆さんの声をまとめ､

冊子にして 全国に伝えます

20 ‖ 年3 月 11 日以降､ 多くの 方が避難所で過ご した期間 ､ 各

所で子どもか黒た した役割は大きし､ と言われて いますこ,

中高生が､ 避難所で年下 の子 どもと遊んだり､ 水や物資配布を

手伝っ たりする場面や ､ 被害の少なか っ た地域では､ 物資支援

やボランテ ィア活動等 へ の 取り組みが多くあっ たと言われてい

震災後 に

中高生 が果た し た

役割の 記録

三宝三竺♂
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⑬還蒜基金み や ぎ

募集期間

対象期間

投稿方法
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食べ物や水の配達｡
年下の子と 一 風こ勉私

党えてしほす力l?

私たちの三吉嘩

ます
｡
そ こ で､ その 活躍が忘れられてしまう前に､ 中高生白身

の経験を投稿頂く､ ある い は中高生たちの働きを見た
･ ふれ た

大人 の話を募集してし､ ます｡

投稿頂 い た エ ピソードは､ まとめて冊子にして投稿者や関係者

に送付すると共に､ イ ン ターネ ッ ト等で広く伝 えます･ノ

第 一

期 : 2 0 1 2 年1 0 月1 1 日(木)
～ 2 0 1 2 年1 1 月3 0 日(金)

第 二 期 : 2 0 1 2 年1 2 月1 日( 土) ～ 2 0 1 3 年1 月7 日(月)

青森県 ､ 秋田県､ 岩手県 ､ 宮城県 ､ 山形 県､ 福島県の 東北 6 県

a) 東北 6 県に暮らす中学
･ 高校生

b) 中高生に助けられた方､ 働きを実際に見かけた方

() 東北6 県以外に居住する机 その期間に東北域内で活動をしていた中学
･ 高校生

‥刈 ＼学生や当時高校生だ っ た現大学生も可

2 01 1 年3 月1 1 日 ～ 2 0 1 1 年1 2 月末頃までの 活動

丼郵送 で 投稿用紙に言己入 してポス トに投函
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④W E B で ｢ ざなぶ リフ ァ ン ド｣ で 検索

･

.与ノケ
一 夕イ で 右のQ R コ ー ドを読み取り投稿 中高生用 大人用

某災後に中高生が果たした役割の記録プロ ジ ェ クト

主催 : 公益社団法人 セ ーブ ･ ザ ･ チル ドレン ･ ジャパ ン 実施 : 一 般財団法人 地域創造基金みやぎ

後援 : 文部科学省､ 復興庁 (申請中) ､ 青森県教育委員会､ 秋田県教育委員会､ 岩手県教育委員会､ 宮城県教育委員会､

山形県教育委員会､ 福島県教育委員会､ 仙台市教育委員会､ 財団法人 児童健全育成推進財団､

特定非営利活動法人 い わて連携復興セン ター､ み やぎ連携復興センター､ 一般社団法人 ふくしま連携復興センター

間い合わせ : 一般財団法人地域創造基金みやぎ
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